
令和６年度逗子市療育推進事業検討会 次第 

 

           

                 日時 2024年(令和６年)８月８日（木） 

            10：00～ 

                 場所 療育教育総合センター ３階 

 教育研究相談センター研修室 

 

 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議題  

（１）逗子市こども発達支援センター令和５年度事業報告及び運営改善案へ 

の取り組みについて 

 

４ その他 

 

５ 閉会 



2024年（令和６年）４月１日現在

所　属　等 氏　　　名

1 山本　啓一

2 柳下　枝里

3 村松　直浩

4 逗子市手をつなぐ育成会 渡部　有美

5 逗子市自立支援会議
(福)湘南の凪支援センター凪　施設長

新井　宏二

6 逗葉私立幼稚園協会
聖和学院幼稚園　園長

武藤　薫子

7 逗子市保育施設連絡協議会
湘南アイルド逗子保育園　施設長

髙橋　妙貴

8 神奈川県鎌倉三浦地域児童相談所
子ども相談課　課長

髙橋　陽子

9 神奈川県鎌倉保健福祉事務所
保健福祉課長
山岡　明美

10
障がい福祉課長
黒川　恭祐

11
学校教育課長
小野　憲

12
子育て支援課長
伊藤　英樹

13 アドバイザー
東洋英和女学院大学

人間科学部保育子ども学科
平田　幸宏

逗子市療育推進事業検討会名簿

公募市民

市職員



逗子市こども発達支援センター
ひなた

ひなた・くろーばー
1



相談部門ひなた

令和５年度の実績

2



令和５年度 相談部門ひなた

センターケース
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 新規利用児童数

 継続利用児童数（新規も含む）

R２年度 R３年度 R４年度 R５年度

未就学 176 172 185 198

学齢 349 442 535 604

合計 525 614 720 802

（令和６年３月31日現在）

R２年度 R３年度 R４年度 R５年度

未就学 55 55 72 73

学齢 27 36 48 33

合計 82 91 120 106
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年齢別新規実人数 （令和６年３月31日現在）

年齢 実人数 年齢 実人数

０歳 ２ 10歳 １

１歳 12 11歳 １

２歳 13 12歳 ３

３歳 19 13歳 ２

４歳 13 14歳 ２

５歳 14 15歳 １

６歳 11 16歳 ０

７歳 ８ 17歳 ０

８歳 １ 18歳 ０

９歳 ３ 合計 106
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新規利用児童の紹介ルート

子育て支援課の健診からのケース

子育て
支援課

障がい
福祉課

教育研究
相談

センター
学校

幼保

HP 知人 その他 合計４カ月
健診

1歳6カ月
健診

３歳健診 巡回含む

４月 0 1 0 0 0 1 1 4 1 2 0 10

５月 0 1 1 2 0 0 3 2 4 2 0 15

６月 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 3

７月 0 1 0 2 0 1 0 2 3 0 1 10

８月 0 0 0 2 0 2 2 4 0 0 4 14

９月 0 0 1 1 0 0 1 1 1 3 2 10

10月 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 3 6

11月 0 0 0 2 0 0 1 2 1 3 3 12

12月 0 0 0 0 0 1 0 6 0 1 1 9

１月 0 0 0 1 0 0 2 1 0 0 0 4

２月 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0 4

３月 0 0 0 1 0 1 1 3 1 0 2 9

合計 0 4 2 14 0 8 13 26 12 11 16 106

※その他
（こども医療センター等医療機関、他市療育センター・児童発達支援センター・幼少期利用及び兄弟姉妹児利用等）

（令和６年３月31日現在）

6



年齢別継続利用実人数 （令和６年３月31日現在）

年齢 実人数 年齢 実人数

０歳 ２ 10歳 62

１歳 16 11歳 70

２歳 24 12歳 51

３歳 46 13歳 30

４歳 49 14歳 29

５歳 61 15歳 28

６歳 62 16歳 15

７歳 81 17歳 13

８歳 67 18歳 ６

９歳 90 合計 802
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障がい種別実人数
（令和６年３月31日現在）

身体障害手帳所持 療育手帳所持
身体障害手帳および
療育手帳両所持

身体障害手帳および
療育手帳未所持

未就学児 学齢児 未就学児 学齢児 未就学児 学齢児 未就学児 学齢児 合 計

身体障がいおよび
その可能性 ２ ２ １ ２ ０ ４ 12 ６ 29

知的障がいおよび
その可能性 ０ ０ １ 27 ０ １ ５ 17 51

言語障がいおよび
その可能性 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 19 56 75

発達障がいおよび
その可能性 ０ ０ ０ １ ０ ０ 155 475 631

その他 ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ 13 16

合 計 ２ ２ ２ 30 １ ５ 193 567 802
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※その他、「発達障がいを伴わないと思われる偏食の相談」「未歩行での相談後、歩行できるようになり相談終了」
「育児相談」「交友関係の相談」「身体障がい・知的障がいの重複」等。



医療相談のべ人数 （令和６年３月31日現在）

児童精神科 リハ科

相談 コンサル 合計 相談 コンサル 合計

未就学 学齢 未就学 学齢児 未就学 学齢 未就学 学齢

12 14 １ ０ 27 ９ ３ ０ ０ 12

9

※相談は、利用者の来所医療相談、コンサルは、ケースの支援について、センター職員がＤｒから助言等を
受けたものを指す。

※児童精神科：こども医療センターDr 隔月
横浜市大病院Dr 毎月

※リハ科：横浜市大病院Dr 毎月



経過観察グループ人数 （令和６年３月31日現在）

10

ひよこグループ(1～２歳児）

クール 実人数 のべ人数

1（４月～３月） ２ ９
※４月～８月１人在籍。９月より１名増え２人在籍。

両名欠席により未実施月あり。

・こぐまグループ：９：45～11：15（全８回：親子）
・ぱんだグループ：15：00～16：00（全６回：分離）
・ひよこグループ：10：00～11：00（回数未設定：親子）

ぱんだグループ
（３～５歳児）

クール 実人数 のべ人数

1（５月～６月） ５ 28

2①
（８月～10月）

６ 28

2②
（８月～10月）

５ 26

3（１月～３月） ３ 10

計 19 92

こぐまグループ
（１～３歳児）

クール 実人数 のべ人数

1（５月～７月） ４ 26

2（８月～10月） ４ 26

3（12月～２月） ４ 28

計 12 80



令和５年度 相談部門ひなた

利用児童数
（センターケース含む全利用児数）
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職種別相談実人数 （令和６年３月31日現在）

市内
人口

利用
児童数

内 訳

相談員 心理士
言語
聴覚士

理学
療法士

作業
療法士

保育士 保健師

職員数 18 ４ ３ ４ １ ３ ２ １

０歳 264 ２ ２ ２ ０ ０ ０ １ ０

１歳 307 35 29 25 ２ ４ １ ３ ０

２歳 358 51 46 35 ３ ４ ２ 13 13

年少 351 75 58 52 18 ０ 13 12 12

年中 372 71 65 50 40 １ 17 20 15

年長 424 77 69 51 50 ２ 36 11 ５

小・低学年 844 90 88 64 25 ３ 27 1 ４

小・中学年 1,007 47 47 24 ８ ２ 10 0 ２

小・高学年 986 34 34 27 ３ 0 7 0 ３

中学生 1,494 41 40 27 ６ 0 12 1 ２

義務教育
終了後

2,041 18 17 ５ ４ １ ２ ０ ２

合計 8,448 541 495 362 159 17 127 62 58

12
（※重複利用あり。）



職種別相談件数 （令和６年３月31日現在）

相談員 心理士
言語
聴覚士

理学
療法士

作業
療法士

保育士 保健師 合計

０歳 35 ４ ０ ０ ０ １ ０ 40

１歳 337 41 ４ 38 １ 12 ０ 433

２歳 637 142 ４ 27 ３ 153 86 1,052

年少 687 179 42 ０ 22 70 36 1,036

年中 746 192 147 ３ 38 127 65 1,318

年長 934 124 426 41 135 24 12 1,696

小・低学年 599 171 113 12 69 ６ ８ 978

小・中学年 292 101 63 ７ 28 ０ ２ 493

小・高学年 220 121 17 ０ 22 ０ ３ 383

中学生 216 64 48 ０ 12 １ ２ 343

義務教育終了後 133 10 39 １ ３ ０ ２ 188

合計 4,836 1,149 903 129 333 394 216 7,960
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（※重複利用あり。）
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園
巡回回数
（回）

支援を行った児童
実人数（人）

支援を行った児童
のべ人数（人）

相談につな
がった人数
（人）

巡回対応
センター
ケース

巡回対応
センター
ケース

１ 幼稚園 11 30 23 53 46 ８

２ 認定こども園 ０ ０ ０ ０ ０ ０

３ 保育所施設 30 88 49 134 106 ９

合計 41 118 72 187 152 17

未就学児定期巡回相談件数 （令和６年３月31日現在）

※巡回対応：年間３回の巡回相談において支援者支援の対象となった児童実数。
※センターケース：前年度３月末までにセンターを利用している児童実数。
※在園数は参考値とする。



未就学ケース巡回相談件数
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（令和６年３月31日現在）

※巡回対応：年間3回の定期巡回相談において支援者支援の対象となった児童実数
※センターケース：前年度3月末までにセンターを利用している児童実数

回数 実人数
のべ
人数

回数 実人数
のべ
人数

① 逗子幼稚園 １ ５ ５ ⑧ Telacoya921 １ ２ ２

② かまくら幼稚園 １ ７ ７ ⑨ 湘南保育園 １ １ １

③ あけの星幼稚園 １ ４ ４ ⑩ 双葉保育園 ２ ２ ３

④ 明照幼稚園 １ ３ ３ ⑪ 沼間愛児園 １ １ １

⑤ 田浦幼稚園 １ ２ ２ ⑫ かぐのみ保育園 ３ １ ３

⑥
かぐのみ幼稚園

プレ
２ ７ ７

⑦ 御国幼稚園プレ １ ２ ２ 合計 16 37 40

※市外の幼稚園の人数には、支援者支援の巡回相談の対象児童数も一部含む。



学校との連携 （令和６年３月31日現在）

巡回相談 支援シート作成
コンサル
テーション

引継ぎ会議
ケース会

議

（回） （人） （人） （人） （回） （人） （回）

年長児 学齢児

1 市立小学校 ８ 25 33 ６ 136 ５ 42 ９

2 通級指導教室 ０ ０ ― ― ０ ２ 12 ０

3 市立中学校 ８ 15 ― ― 28 ０ ０ １

4 支援学校 １ ２ ― ― 14 １ １ ２

5 その他 ０ ０ ― ― 14 ０ ０ ０

合計 17 42 33 ６ 192 ８ 55 12

16

※巡回は、市立小中学校への定期巡回およびケース巡回を含む。
※コンサルテーションは、先生方との情報共有、連携、支援方針の検討等をすべて含む。
※ケース会議は、学校の先生が出席する担当者会議を含む。



講座・研修および
ひなたファイルについて
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＊公開講座

『地域で作る子どもの笑顔

～発達障がいに医療ができることと医療だけができること

ご家族に話す言葉を用いて～』

日 時：令和５年６月28日（水） ９：30～11：30

講 師：県立こども医療センター 児童思春期精神科 豊原 公司氏

申込者：来場 21名 ・ オンライン参加者 41名 計62名

（定員：来場 30名 ・ オンライン（zoom） 70名 計100名）
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＊オープンデイ・支援者向け研修会

『こどもの育ちを支えるために～こども発達支援センターペアレントプログラムを用いて～』

日 時：令和５年８月３日（木） ９：00～16：30

場 所：逗子市こども発達支援センター

参加者：25名

内 容：こども発達支援センターの支援の視点や、大切にしている事を支援者と共有する。

また、センターの役割や機能の紹介をする。

【当日のスケジュール】

「オープンデイの説明・こども発達支援センターの紹介」 相談員

「乳幼児の心の発達」 心理士

「乳幼児のことばの発達」 言語聴覚士

＊くろーばーの療育見学

～昼食～

「気になる？乳幼児の運動発達」理学療法士

「体感してみよう！感覚と動作の関係」作業療法士

＊ディスカッション

「全体のまとめ」心理士

＊施設見学
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＊小学校・中学校就学に向けての家族勉強会（ひなたサロン）

→先輩保護者から、就学までの経緯や入学してからの様子などの経験談を聞き、

就学準備に活かすための勉強会。

①令和５年９月７日（木） 10：00～11：00

「通級指導教室について」

参加者：10名（内訳：先輩保護者 ３名、保護者 ７名 ）

②令和５年９月15日（金） 10：00～11：00

「中学校特別支援学級について」

参加者：７名（内訳：先輩保護者 ２名、保護者 ５名）

③令和５年９月21日（木） 10：00～11：00

「特別支援学級について」

参加者：12名（内訳：先輩保護者 ３名、保護者 ９名）
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ひなたファイル

逗子市では、お子さんの成長を応援する全ての人たちの共通理解

のもと、一貫した支援ができるよう「ひなたファイル」を作成し、

利用者に配布。ホームページにも掲載。
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ひなたファイルの積極的な活用につなげるための取り組み

＊経過観察グループ・面談・くろーばー勉強会等

・日々の相談やセンター利用時のひなたファイルの持参・作成。

＊ひなたサロンの開催

・定期で日程を設け、作成しやすい環境の提供。

・就学に向けた家族勉強会時等での活用方法についての説明。

＊関係機関との連携

・幼保小連携会議やコーディネーター担当者会議をはじめとする会議および支援者向け研修会、

巡回等での周知。



こども発達支援センター運営改善案への
令和５年度の取り組み

＊重点事項

・センターにおける支援の充実のための体制整備

１.「センター内の支援方針の整理、共有」

２.「センター職員内での共通理解、共通認識を深める

取り組みの実施」

３.「相談部門と療育部門のさらなる連携強化」
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・定例会の活用。

・年３回の相談部門の全体会議。

・担当業務ごとのふりかえりの実施。

・専門職ごとの打ち合わせの実施。 等。

24

１.「センター内の支援方針の整理、共有」
２.「センター職員内での共通理解、共通認識を深める

取り組みの実施」



３.「相談部門と療育部門のさらなる連携強化」

・センター運営内容に関する定期的な打ち合わせ。

・連携相談員とのケース連携。

・相談部門専門職の療育見学およびケース連携。

・支援者や関係機関へ向けた「こども発達支援センター」として

の情報発信の強化

等。
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＊その他の取り組み

・利用者に対する丁寧な聞き取りを行ったうえでの

評価・分析

・センターの相談の流れのフローチャート作り。

（支援方針や支援の流れの「見える化」）

・社会資源（医療機関、児発、放デイ等）の一覧表の作成。

（必要とする情報の的確な発信）

等。
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＊その他の取り組み

・関係機関との密接な連携

・関係機関が主催する会議および巡回相談等での

センター機能の情報発信。

・オープンデイ等を利用したセンター機能の情報発信。

・センター外での支援体制の強化

→子育て支援課との新規事業の試み。

等。
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＊令和６年度の取り組み

保護者支援

関係機関への周知
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療育部門くろーばー
令和5年度の実績



児童発達支援事業



登録児数(各月1日現在)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 平均

通園クラス

にじ組 ７ ７ ８ ８ ８ ７ ７ ７ ７ ７ ６ ６ 7.1

おひさま組 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 4

ほし組 ３ ３ ４ ４ ４ ５ ５ ６ ６ ６ ６ ６ 4.8

つき組 ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６

通園クラス合計 20 20 22 22 22 22 22 23 23 23 22 22 21.9

午後クラス
いるか 1 1 1 1 1 1 2 3 3 3 3 3 1.9

くじら 4 6 6 6 6 7 7 7 7 7 7 7 6.4

午後クラス合計 5 7 7 7 7 8 9 10 10 10 10 10 8.3

登録児数合計 25 27 29 29 29 30 31 33 33 33 32 32 30.3



定員数からみた利用率

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

開所日数
(通園クラス＋午後グループ)

20 21 23 21 23 18 22 21 21 20 20 21 251

定員 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

延べ利用児数 116 108 129 132 131 100 137 137 128 137 122 119 1,496

利用率
延べ利用児数/(開所日数×定員)

58
％

51
％

56
％

63
％

57
％

56
％

62
%

65
%

61
%

69
%

61
%

57
%

60
%

定員数からみた平均利用率＝60％

※ ％については、小数点以下四捨五入



登録児数からみた利用率

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

延べ登録児数 132 145 175 171 183 137 170 173 179 173 167 160 1,965

延べ利用児数 116 108 129 132 131 100 137 137 128 137 122 119 1,496

利用率
延べ利用児数/延べ登録児数

88
％

74
%

74
%

77
%

72
%

73
%

81
%

79
%

72
%
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登録児数からみた平均利用率＝76％

※ ％については、小数点以下四捨五入



通園クラス利用児の年齢及び性別(令和6年3月末)

年齢 男性 女性 合計 構成比(%)

1歳児 0 0 0 0％

2歳児 1 0 1 5%

3歳児 4 1 5 23%

4歳児 7 1 8 36%

5歳児 6 2 8 36%

合計 18 4 22 100%



午後クラス利用児の年齢及び性別(令和6年3月末)

年齢 男性 女性 合計 構成比(%)

1歳児 0 0 0 0%

2歳児 0 0 0 0%

3歳児 0 0 0 0%

4歳児 3 0 3 30%

5歳児 4 3 7 70%

合計 7 3 10 100%



放課後等デイサービス事業



登録児数(各月1日現在)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 平均

登録児数合計 52 52 53 53 52 51 50 52 52 53 51 51 51.8



定員数からみた利用率

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

開所日数 21 22 23 21 21 21 23 22 22 20 20 20 256

定員 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

延べ利用児数 112 132 147 124 120 126 135 141 151 141 130 133 1,592

利用率
延べ利用児数/(開所日数×定員)

53% 60% 64% 59% 57% 60% 59% 64% 69% 71％ 65% 67% 62%

定員数からみた平均利用率＝62％

※ ％については、小数点以下四捨五入



登録児数からみた利用率

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

延べ登録児数 182 206 244 215 195 199 211 209 228 186 204 201 2,480

延べ利用児数 112 132 147 124 120 126 135 141 151 141 130 133 1,592

利用率
延べ利用児数/延べ登録児数
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登録児数からみた平均利用率＝64％

※ ％については、小数点以下四捨五入



利用児の年齢及び性別(令和6年3月末)
年齢 男性 女性 合計 構成比(%)

6歳児 5 0 5 10%

7歳児 4 0 4 8%

8歳児 7 2 9 17%

9歳児 6 0 6 12%

10歳児 4 3 7 14%

11歳児 7 1 8 15%

12歳児 1 1 2 4%

13歳児 1 2 3 6%

14歳児 1 0 1 2%

15歳児 2 1 3 6%

16歳児 2 0 2 4%

17歳児 0 1 1 2％

合計 39 12 51 100％



巡回相談・地域支援事業



児童発達支援事業
全在園児数 令和6年3月現在 32名

うち、幼稚園・保育園と並行利用児 28名

対象の全28名所属の市内外18園(横須賀ろう学校幼稚部含む)に巡回を

実施しました。巡回時の対象児の様子と、普段の関わりの中で各園の先生方

が困っていることについてフィードバックを行いました。また、保護者に対しても当日

の様子と合わせてくろーばーでの支援について伝えています。

放課後等デイサービス事業
市内の小学校5校、中学校3校に相談部門(ひなた)の巡回に同行しています。

くろーばー利用の有無に関わらず、支援が必要な児童・生徒に対して学校内で

どのような取り組みができるかを各学校の先生方と検討し、療育的な視点から

助言等を行っています。



障がい児保育勉強会

くろーばーの在籍児が所属している保育所・幼稚園等の先生を

対象に、障がい児保育の基本的な考え方や、明日の保育から

すぐに実践できる取り組みなどについて、小川統括施設長が講師

となり実施しました。

自閉症スペクトラム障害全般についてや、日ごろ感じている疑問な

どのテーマ別に年間で全4回にわたり開催し、延べ81名の参加が

ありました。



くろーばーとして進めている取り組み



ふれあいフェスinずし
令和4年度までは教材や活動の紹介をメインに参加してい

ましたが、令和5年度は地域の皆さまにくろーばーの活動を

知っていただくとともに、利用する子どもたちの主体的な社会

参加を促す機会として、初めて販売会というかたちで参加し

ました。

くろーばーの放課後等デイサービスを

利用する小・中学生10人が

自分たちで作ったアロマストーンや

当法人の成人期を対象とした事業所

「三浦創生舎」の自主製品である

餃子を販売しました。



SUZUKIYA東逗子店での職業体験
特に成人期を見据えた活動に重点を置いている

くろーばー放課後等デイサービスの取り組みの一環として

「SUZUKIYA東逗子店」のご協力を得て

職業体験を行いました。

今回は、くろーばー放課後等デイサービスを

利用する中学生2名が参加し、品出し・袋詰め

値札貼りなど、多岐に渡る仕事を体験しました。

こうした民間の会社での職業体験は大変貴重

なものであり、今後も継続、拡大していきたいと

思います。


